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・ カ変動詞: 共通語の命令形と同じ形、未然形のままの形(2種類) 
・ サ変動詞: 打消しの未然形 
・ 一段動詞: 未然形／連用形1 













(近石 1976: 617-618を要約) 
 






















2010 年 11 月 8 日〜10 日にかけて、香川方言の動詞命令形を確認するため、80〜84 歳の





・ 設問 1: 「否定するときに何と言うか」(打消しの「ン」を伴った場合の未然形) 
・ 設問 2: 「自分の予定を話すときに何と言うか」(意志・推奨の未然形＋ウ・ヨウ) 
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2.2. 考察 
 今回の調査では、先行研究とは異なる結果が得られた。また、筆者は 2010 年 8 月にも、
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表 1: 命令表現の意味・用法と例文番号の対応表 
意味と用法 例文番号 筆者が用意した共通語の例文 







実行命令 (9) 子供に真剣な話をするため呼びつけるとき「ちょっと来い。」 



















〈連用形＋ナ〉 (1)’「ハヨ オキナ」(中・若年層の回答より) 
〈連用形音便化〉 (6)’「コレ タベテン、オイシイケン」(中・若年層の回答より) 
〈動詞テ形＋ゴー〉 (6)”「コレ タベテゴー、オイシイケン」(若年層の回答より) 
 ただし、〈動詞テ形＋ゴー〉は、若年層のインフォーマントが自分の祖父母が使用してい
たものとして回答したものであり、自分で使用する形として回答した人はいなかった。 
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表 2: 年代別にみた各形式が使用された例文 
形式 高齢層 中年層 若年層 
打消しの未然形(サ変) — (10) (10) 
意志・推奨の未然形＋ウ・ヨウ (1)(2)(3)(8) (1)(2)(3)(4)(5)(6)(8)(9)(10) (1)(4)(5)(6)(8)(9)(10) 
未然形／連用形(一段) (1)(5)(6)(7) (1)(5)(6)(7) (1)(5)(6)(7) 
連用形(四段・サ変・カ変) — (2)(3) (2)(3)(4)(8)(9)(10) 





連用形＋ナ — (1)(2)(5)(6)(8) (1)(2)(3)(4)(6) 
連用形音便化 — (6) (6)(7) 
動詞テ形＋ゴー — — — 
否定疑問文 (1)(2)(3)(4)(8) (1)(2)(3)(4)(8)(9)(10) (1)(2)(3)(4)(5)(8)(9)(10) 
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